
令和8年度
行田市避難訓練・一斉避難所開設訓練

説明会

行田市危機管理課
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資料１



阪神淡路大震災建物損壊に巻き込まれた方
（約35,000件）のうち

・７７％ が近隣住民等
・２３％ が消防・自衛隊等

によって救助

行政だけでなく地域での取組が重要

＝自助・共助（自主防災組織）の重要性

令和６年能登半島地震、令和８年熊本地震
➣同様に自主防災組織の重要性を伝える報道がある。



〜「気づき」から始める、いざという時の備え〜

概 要：地震を想定し市内の全避難所で、市民を対象とした避難訓練と、
避難所担当職員による避難所開設等を実施する。

日 時：令和８年１１月２８日（土） ９：００〜
＊防災行政無線、LINE、メール等で避難開始の合図

場 所：全指定避難所（５２箇所）

対象者：①市民（自主防災組織、自治会、防災士を含む）
②市職員（避難所担当職員）

内 容：①市民（自主防災組織、自治会、防災士を含む）
非常用持ち出し袋の準備等 ➣ 指定避難所への避難（移動開始）
➣ 避難経路確認➣ 受付 ➣ 避難所の確認

②市職員（避難所担当職員）
指定避難所の開設、避難者の受付、避難所運営資材等の設置

令和8年度 避難訓練・避難所開設訓練について
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対象 目的

市民（家族）
慌てず・安全に避難所にたどり着くこ
と、また避難所受付を経験する

自治会
自主防災組織

日頃の備えを実践で確認する

避難所担当職員 スムーズな開設・運営を身につける

🔑 この訓練を通じて…
実際の災害時に「何ができるか」「どう行動すべきか」を

考えるきっかけにしてください。

今回の訓練の目的は「気づき」
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日ごろからの備え（市民・自治会・自主防災組織）【参考】

一例

事前にできること例
➣盆踊りやお祭りなど地域のお祭りに顔を出す。（防災活動のきっかけ）
➣犬の散歩をする。（避難ルートの安全確認）
➣朝の登下校の見守り（地域の子どもと高齢者の顔の見える関係づくり）
➣定期的に集会所に集まり会合を開く
➣地区の防災訓練を実施する

日ごろの備えが、いざとい
うときに役立ちます。
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タイムスケジュール（市民・自治会・自主防災組織）【参考】
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7

避難所受付の方法

LINEを使った受付

１．事前登録
２．当日受付でLINE
のQRコードを読み込
み受付実施

※受付に必要なLINEのQR
コードは市報ぎょうだ１
０月号にてお知らせしま
す。

紙を使った受付

１．入口にて避難者
カード（世帯ごと）に
記入する。

※あらかじめ事前に避
難者カードを記入して
おくと受付が円滑にす
すみます。
※避難している人の分
の記入をお願いします。



⚠️災害はいつ・どこで起きるかわからない

•自然災害（ 地震・洪水・火災・火山噴火）

•人為的災害（事故・テロ等）

自主防災組織の役割

⚠️ 「知っている」と「できる」は違います。

繰り返し訓練することで、いざという時に体が自然
に動くようになります。

⚠️ 「自主防災組織の役割」をチェックリストで確認

してみましょう。

今回は「簡易版」を訓練までに確認してみてください。

★このチェックリストはあくまでも「参考」です。

まずは、できることから一つでも行ってみることが重要です。
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自主防災組織の活動を確
認するときの参考にしてみ

てください。

訓練実施後に危機管理課
からアンケートの協力を依

頼します。

地区独自のチェッ
ク表を作成して、
地域の気づきを再
発見してみてはい
かがですか。
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訓練を「自分ごと」に！

🔶 訓練は「やって終わり」ではありません。

✅ 気づいたことを家族・地域で共有しよう

✅ 「次はどうすればよいか」を考えよう

✅ 日頃の備え（非常用持ち出し袋・連絡手段
の確認）も見直そう

「今日の気づきが、
明日の命を守ります。」 10



本日はありがとう
ございました。
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